





















































































































調査年の 4月 左の 3か月後
回収数 協力数 協力率 回収数 協力数 協力率
1年 0 0 --- 14 8 57
2年 14 12 86 14 9 64
3年 20 19 95 18 15 83
4年 19 17 89 18 18 100
5年 20 17 85 18 16 89



















小 1 小 2 小 3 小 4 小 5 小 6
平成 10年 +0.46 +0.32 +0.32 － 0.16 － 0.09 － 0.03
平成 17年 +0.40 +0.36 +0.37 +0.33 +0.18 +0.08





表 1に記した 170レコードでの 28の小問への回答を，StatPartnerという統計処理ソ
フトに掛けた（主因子法，バリマックス回転などの，このソフトのデフォルト設定）と
ころ，表 3の結果を得た。因子分析では因子の個数の決定に関して様々な基準がある。















作問時意図 第 1因子 第 2因子 第 3因子
算数の授業について （02），（03） （01），（04），（09），（10） （05），（07）











フをかくと，7月は，隣り合う 4月に対して，当該年度の 4月から 3ヵ月経っており，
翌年度の 4月には 9ヵ月あるので，1：3に横軸を内分しているとみなし，7月の推計




因子 1 8.581 0.518 0.518
因子 2 1.496 0.090 0.609
因子 3 1.291 0.078 0.687
因子 4 1.186 0.072 0.758
表 4：因子負荷量
共通性 独自因子 因子 1 因子 2 因子 3
Ｑ 1 0.362 0.638 0.102 0.589 0.066
Ｑ 2 0.322 0.678 0.515 0.203 0.127
Ｑ 3 0.296 0.704 0.474 0.145 0.224
Ｑ 4 0.325 0.675 0.324 0.435 0.176
Ｑ 5 0.290 0.710 0.288 0.054 0.451
Ｑ 7 0.370 0.630 0.322 0.275 0.437
Ｑ 10 0.341 0.659 0.047 0.450 0.369
Ｑ 11 0.447 0.553 0.088 0.656 0.092
Ｑ 12 0.546 0.454 0.674 0.299 0.053
Ｑ 14 0.493 0.507 0.241 0.597 0.281
Ｑ 15 0.421 0.579 0.150 0.146 0.614
Ｑ 16 0.544 0.456 0.329 0.642 0.154
Ｑ 17 0.492 0.508 0.285 0.020 0.641
Ｑ 18 0.322 0.678 0.122 0.248 0.496
Ｑ 20 0.507 0.493 0.018 0.311 0.640
Ｑ 21 0.653 0.347 0.768 0.130 0.214
Ｑ 25 0.255 0.745 0.482 0.020 0.148
Ｑ 27 0.431 0.569 0.366 0.069 0.541
Ｑ 28 0.542 0.458 0.674 0.197 0.220
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については，隣り合う 4月のいずれかを欠くので，もっとも近い 2つの 4月のデータ（4































因子 1 ＋ 0.202 0.133 
因子 2 ＋ 0.683 0.527 





因子 1と因子 3は，分散値が因子 2のそれとは小さいことが，共通の特徴である。
因子 3の増加量は，因子 1の半分以下となっている。因子 1は，「楽しく・わかる授業」
との解釈を持つ因子である。具体的な小問は，
（02）楽しい算数の授業が多いです。
（03）算数の授業は分かりやすい。
（12）○○小学校では楽しい授業が多いです。
（21）学校に来るのが楽しいです。
（25）授業で発表することは，面白いです。
（28）勉強は楽しいです。
である。算数の楽しさの感じ方は，表 2に紹介した調査結果のように，必ずしも暦年齢の
進行によって単調に増加するものではない。また，算数が分かりやすくなるものでもない
し，（21），（28）の回答が積極的になるとは限らないことも明らかだろう。学年によって
4月から 7月にかけての変化は，一般的な傾向に対してプラスのものもあれば，マイナス
のものもあった。その結果，各学年の値の平均をとってややプラスとなったものである。
因子 3は，「活用・発展」との解釈を持つ因子である。具体的な小問は，
（05）算数の学習内容は，これまでの学習内容を土台にして発展して行くと思います。
（07）算数の学習内容は，いつもの生活や将来の生活に関係のあるものです。
（15）・（17）　因子 2での記述の※参照。
（18）○○小学校の学習内容は，実際に起こっている現象をもとにしています。
（20） ○○小学校の授業では，思わず手が止まるような集中して考えることがあり
ます。
（27）授業で友達と考えあうことは，お互いのためになります。
であった。推計値と実測値とは，かなり近くなっている。つまり，児童の傾向は一般的
な変化に従い，4月から 7月にかけての授業の様子の影響はあまり見られない。2.3に「授
業やノート指導の定型化については，積極的指導はせずに，むしろ，個々の授業者の個
性的な作品としての授業創りへ勇気付けた。」と記したように，校内研究での研究協力
者のアドバイスの傾向からして，やや消極的な部分であった。また，授業研究による工
40
夫で因子 2に関わる傾向は即効性がある効果を持つが，子ども相互のコミュニケーショ
ンや社会との関わりについては，一朝一夕の変化というよりも，長期間の学習習慣によ
るもので，3ヵ月の変化をこのような質問紙で検出することは困難と思える。例えば，ノー
ト指導は，学習習慣に関することがらである。そして，正田良（2011）に紹介したよう
に，その傾向は長期間かけての徐々な変化をみせる。このような変化を見るには，こう
した被験者の主観を聞く質問紙で 3ヵ月の変化をみるよりも，ノートの実際を観察する
方法がなじむと思われる。
今回のデータは単に 1校での結果を報告するに過ぎない。これから多くを論ずること
はできない。因子の一般的な傾向をこの結果から読み取ることはできるとしたら，この
学校の学内研究がその意図通りの効果があったことを前提とするものである。また，こ
の学校での効果を確かめるためには，他校でのそれとの比較を行う必要がある。当然の
ことながら，事例の蓄積は今後の課題として残される。
［付記］　本稿は，2017年 6月に行われた，日本カリキュラム学会　第 28回（岡山大学）大会で，「検
証のための質問紙における効果応答時期の類型」として発表した内容を骨子として，大幅に加筆
したものである。発表当日にご指導戴いたコメントに，大いに力を戴いた。
 　学校情報をみだりに拡散しない必要から，校名などを明らかにできないが，私を校内研究の講
師の一人として招いて戴き，さらにデータ収集に関して種々のご助力を戴いたA市立B小学校に
感謝の意を記したい。
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教育課程調査質問紙の項目による反応パターン差異について
資料 1：質問紙の実際
各小問の質問項目（7が特にそう思う，1が絶対にそうではないの 7段階評価）
今年の○○小学校と，あなたについて次の質問に，枠内に示した 1～ 7の数で答えてください。
　
（01）　算数の授業では，先生が活躍するより，私たちが活躍することが多いです。
（02）　楽しい算数の授業が多いです。
（03）　算数の授業は分かりやすい。
（04）　算数の授業で「あっ，そうなんだ」と感激することが多いです。
（05）　算数の学習内容は，これまでの学習内容を土台にして発展して行くと思います。
（06）　算数の学習内容は，人から教わると言うより，自分たちで発見していくものです。
（07）　算数の学習内容は，いつもの生活や将来の生活に関係のあるものです。
（08）　算数の学習内容は，実際に起こっている現象をあらわしています。
（09）　算数は，他の教科と関連したり，応用されたりしています。
（10）　算数の授業では，思わず手が止まるような集中して考えることがあります。
□他の教科と算数との比較のために□
（11）　○○小学校の授業では，算数に限らず，先生より，私たちが活躍することが多いです。
（12）　○○小学校では楽しい授業が多いです。
（13）　○○小学校の授業は分かりやすいです。
（14）　○○小学校の授業で「あっ，そうなんだ」と感激することが多いです。
（15）　○○小学校の授業の学習内容は，これまでの学習内容を土台にして発展して行くと思います。
（16）　○○小学校の授業の内容は，人から教わると言うより，自分たちで発見していくものです。
（17）　○○小学校の学習内容は，いつもの生活や将来の生活に関係のあるものです。
（18）　○○小学校の学習内容は，実際に起こっている現象をもとにしています。
（19）　○○小学校の学習内容は，他の教科と関連したり，応用されたりしています。
（20）　○○小学校の授業では，思わず手が止まるような集中して考えることがあります。
□学校全般・勉強全般など□
（21）　学校に来るのが楽しいです。
（22）　学校で友達と会ったり，話をすることが楽しいです。
（23）　ノートは黒板を参考に丁寧に整理して書いています。
（24）　ノートは自分らしいものになるように工夫しています。
（25）　授業で発表することは，面白いです。
（26）　授業で友達と考えあうことは楽しいです。
（27）　授業で友達と考えあうことは，お互いのためになります。
（28）　勉強は楽しいです。
7：とてもそうだと思う。　　　　　　　　　6：そうだと思う。
5：どちらかというとそうだと思う。
4：どちらとも言えない。　　
3：どちらかというとそうではないと思う。
2：そうではないと思う。　　　　　　　　　1：全然違うと思う。
